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質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

１．瀬戸にあるものを活かす

～青の広場編～ 

 

 

【質問趣旨】 

平成２３年度に本市が瀬戸

川プロムナード線延伸区間と

して先行取得した「青の広場」

は、取得以来、せともの祭な

どのイベントでの活用に限ら

れており、一年３６５日のう

ち、そのほとんどが何も活用

されていない実態がありま

す。 

青の広場の立地条件、本市

の政策にある、都市計画マス

タープランや立地適正化計画

における位置付け、せと・ま

るっとミュージアム観光推進

アクションプランや、中心市

街地活性化、ウォーカブルな

まちづくりの推進などとの 

（次ページへ） 

（１）青の広場の経緯と現状

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「青の広場」として使用されている土地は、平成２３年度に瀬戸市土地開発公社

により、瀬戸川プロムナード線延伸区間として先行取得され、平成３０年度に本

市にて買い戻しを行っている経緯がありますが、先行取得を行った理由を伺いま

す。 

 

② 青の広場は、敷地の約６割が都市計画道路区域内にありますが、いまだ都市計画

道路の事業決定はされていません。都市計画道路の事業決定の目途について伺い

ます。 

 

③ 青の広場の活用を見込んだ場合、現時点における都市計画法等による規制はどの

ようなものがあるのか伺います。 

 

 

④ 第６次瀬戸市総合計画をはじめとする、都市計画マスタープラン、立地適正化計

画等々、本市の各種計画において、当該地域がどのような位置付けとなっており、

当該土地周辺において、具体的にどのような施策が展開されているのか伺いま

す。 

 

 

⑤ 上記を踏まえ、青の広場の現状の活用状況について、その具体的内容と広場とし

ての実働日数、また、それらについてどのように評価しているのか伺います。 
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質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

整合性を踏まえれば、より活

用されるべきだと考えること

から、より活用される姿を思

い描き質問します。 

（２）これからの青の広場に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 現在までに、青の広場の利用や活用に関して、市民の皆様または庁内各課からの

要望や提案はどのようなことが挙がってきているのか、実現に至っていないなら

ばその理由を伺います。 

 

 

② 青の広場の今後の活用については、市民の皆様または庁内各課からの要望や提案

を踏まえ、質問趣旨でも述べた本市の政策との整合性がとれているかが重要だと

考えますが、見解を伺います。 

 

 

③ 現在、青の広場は「青の広場の管理に関する要綱」に基づいて運用されています

が、今後を考えた場合、法は遵守しながらも要綱には捉われず、柔軟な思考によ

って、これからの使われ方や在り方について議論がされるべきだと考えますが、

見解を伺います。 
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具体的質問内容（小項目） 

 

 

２．瀬戸にあるものを活かす

～愛・パーク（瀬戸万博記念

公園）編～ 

 

 

【質問趣旨】 

 愛・パーク（瀬戸万博記念

公園）は、２００５年愛・地

球博瀬戸会場の跡地に整備さ

れ、２００９年にオープンし

ました。 

 現在も休日には、お子様連

れのご家族がくつろぎ遊んで

いる様子がうかがえます。 

しかしながら、3万枚のお皿

と54万枚のモザイクタイルで

できた、直径 30m の巨大モニ

ュメント天水皿 n（エヌ乗）や、

屋内トイレ・居室・屋上デッ

キを備える管理棟、2 か所の屋

外休憩所、複合遊具、つばき

園とスロープ、（次ページへ） 

（１）愛・パークができるま

での経緯と現状について 

 

 

※街区公園・・・都市公園中、

住区基幹公園であり、もっぱ

ら街区に居住する者の利用

に供することを目的とする

公園で誘致距離 250m の範囲

内 で １ 箇 所 当 た り 面 積

0.25ha を標準として配置す

る公園。都市公園のなかで一

番小さい公園の位置付け。 

 

① 愛・パークの都市公園としての位置付けは、つばき園のスロープを挟んで北側が

あじさい公園（4,897㎡）、天水皿・管理棟を含む南側が瀬戸万博記念公園（7,857

㎡）と２つの街区公園（※）に分かれていますが、そのようになっている理由を

伺います。 

 

② 愛・パークは、愛・地球博瀬戸会場の跡地に整備されましたが、万博閉会後、本

市として用地取得から公園への整備、管理棟や駐車場の整備費用など、どれほど

の費用を要し、市内の都市公園と比較した場合どのようか伺います。 

 

③ 現在、愛・パークの年間維持管理費はどの程度かかっており、市内の都市公園と

比較した場合どのようか伺います。 

 

④ 愛・パークは、前述のとおり各種設備が整った公園ですが、都市公園法上は２つ

の街区公園であります。本市としては、愛・パークをどのような公園と位置付け

ているのか伺います。 

 

⑤ 現在の愛・パークは、どの程度の利用がされているのか伺います。 

 

 

⑥ 愛・パークにこれまでに要したイニシャルコスト、ランニングコストを勘案して、

現在の利用状況をどのように評価しているのか伺います。 
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３６台分の駐車場などを備え

ていることからも、この公園

のポテンシャルはより高いと

考えます。 

瀬戸市民全体に利用される

公園になることはもちろんの

こと、市外の子育て家庭にと

っても魅力的な公園、ひいて

は子育て世代の転入促進に寄

与するような公園になること

を目指し質問します。 

（２）これからの愛・パーク

について 

 

① 今後の公園については、国の方針や「瀬戸市緑の基本計画」などにより、「量よ

り質」が求められています。「瀬戸市緑の基本計画」の重点施策「都市公園等の

再構築」を推進するためにも、公園にどのような「質」が求められているのか、

世代や地域によってニーズは違うのかなど、具体的に把握する必要があると考え

ますが、見解を伺います。 

 

② シティプロモーション課が令和５年２月に瀬戸市近郊の 20歳から 35歳までの既

婚男女を対象に行った「瀬戸市近郊におけるシティプロモーションマーケティン

グ調査結果」によると、「住むうえで最も優先する条件」の２位に、子育てのし

やすさ（親子で遊べる場所などの生活環境）があり、「引っ越し先の決定や検討

する上で欲しい情報」の２位に、子育ての環境（大きな公園、親子で遊べる施設、

身近な自然）があります。 

市内の子育て世代のニーズ充足や、子育て世代の転入促進に寄与する観点から、

これらについての具体的なニーズの把握、とりわけ今回の質問においては、子育

て世代が求める公園について、具体的に把握していくことはより必要だと考えま

すが、見解を伺います。 

 

③ 中項目（１）を含むここまでの質問を踏まえ、愛・パークは、現在までに掛けら

れた予算やその恵まれた環境と設備からも、一街区公園としての役割に留まら

ず、瀬戸市民全体に利用される公園になることはもちろんのこと、市外の子育て

家庭にとっても魅力的な公園、ひいては子育て世代の転入促進に寄与するような

公園にしていくべきと考えますが見解を伺います。 

 


